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子
ど
も
救
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
「
＃
8
0
0
0
」

こ
の
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
直
ぐ
に
病
院
で
受

診
し
た
方
が
良
い
の
か
ど
う
か
を
迷
う
保

護
者
の
方
に
助
言
を
行
う
も
の
で
す
。

●
相
談
時
間

○
平
日
／
19
時
～
23
時

○
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
／
9
時

～
23
時

●
連
絡
先

携
帯
電
話
・
プ
ッ
シ
ュ
回
線
か
ら
は

「
＃
8
0
0
0
」

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
I
P
電
話
な
ど
か
ら

は
「
０
７
３
‐
４
３
１
‐
８
０
０
０
」

病
院
紹
介

☎「
0
7
3
‐
4
2
6
‐
1
1
9
9
」

病
院
紹
介
は
「
和
歌
山
県
救
急
医
療
情

報
セ
ン
タ
ー
」
で
行
っ
て
い
ま
す
（
24
時

間
体
制
）。

火
災
情
報
案
内
ダ
イ
ヤ
ル

☎「
５
２
‐
6
9
6
9
」
を

ご
存
じ
で
す
か
？

「
防
災
行
政

無
線
で
『
火
事

だ
』
と
放
送
が

あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
よ
く
聞
き

取
れ
な
か
っ

た
」「
さ
っ
き
の
火
事
は
消
え
た
の
？
」

…
こ
の
よ
う
に
思
っ
た
方
は
お
ら
れ
ま
せ

ん
か
？

消
防
本
部
で
は
、
火
災
発
生
中
に
「
52

‐
6
9
6
9
」
に
お
電
話
い
た
だ
く
と
、

火
災
発
生
の
有
無
・
場
所
な
ど
の
情
報

を
自
動
音
声
で
お
知
ら
せ
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
た
だ
し
、火
災
発
生
中
に
限
り
ま
す
。

※
１
１
９
番
で
火
災
の
状
況
を
問
い
合

わ
せ
る
の
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

救
助
工
作
車
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

消
防
本
部
で
は
、
約
17
年
間
運
用
し

て
き
た
救
助
工
作
車
を
更
新
し
、
4
月

5
日
か
ら
新
た
に
運
用
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

救
助
工
作
車
と
は
、
交
通
事
故
で
車

内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
や
、
高
所
か

ら
転
落
し
た
人
な
ど
を
救
出
す
る
た
め

に
活
動
す
る
車
両
で
す
。

車
両
装
備
で
は
、
ウ
ィ
ン
チ
装
置
・

照
明
装
置
に
加
え
、
新
た
に
ク
レ
ー
ン

装
置
が
装
備
さ
れ
、さ
ま
ざ
ま
な
事
故
・

災
害
現
場
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

6
月
4
日
か
ら
10
日
ま
で
の
1
週
間
は

「
危
険
物
安
全
週
間
」

平
成
29
年
度

　

危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

「
あ
な
た
な
ら　

無
事
故
の
着
地

決
め
ら
れ
る
！
」

6
月
4
日（
日
）か
ら
6
月
10
日（
土
）

ま
で
の
一
週
間
「
危
険
物
安
全
週
間
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
6
月
中
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
や
危
険
物
を
取
り
扱
う
事
業

所
に
対
し
立
ち
入
り
検
査
を
実
施
し
、

保
安
体
制
の
確
立
を
指
導
し
ま
す
。

気
温
が
高
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季

節
、
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
な
ど
の
燃
料
は

と
て
も
気
化
し
や
す
く
な
る
た
め
、
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

火　
　

災
…
…
…
…
…
…
4
件

救　
　

急
…
…
…
…
4
6
7
件

救　
　

助
…
…
…
…
…
…
8
件

（
平
成
29
年
4
月
30
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部	

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署	

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署	

☎
２
５
‐
１
２
４
３

病
院
紹
介（
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
）

	

☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

今
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

付けましたか？
住宅用火災報知器

全ての寝室と階段（2階に寝室がある場合）に必要です。
正しい場所に設置されているか確認してください。

本当に必要？ 適正利用にご協力を！

●頭をぶつけた
●急な発熱
●嘔吐（おうと）・
　けいれんなど

急な病気に困ったら
　「＃ 8000」！

新しくなった救助工作車。多様な事故・災害現場に
対応できるようになりました。


